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公益財団法人 新教育者連盟

令和８年度(令和８年７月～９年６月)運動方針（事業計画）

令和８年５月17日

<はじめに>

新教育者連盟の取り組む教育運動は、谷口雅春先生が昭和５年３月に「生命の実相哲

学」を発表する個人月刊誌を創刊され、更に昭和10年に『生命の教育』誌を発刊された

ことにはじまります。

大東亜戦争後の占領解除直後の昭和28年には「新教育者連盟」が任意団体として設立

され、全国的な「生命の教育」の普及活動が組織的に始まりました。

数多くの会員や協力者などのまことにも献身的なご活躍とご尽力により、多くの青少

年にその抱える問題を克服し才能を開発して有為な人生を歩ませるとともに、国家的社

会的な課題に貢献をする青年達をも輩出してきています。

令和7年8月よりは、月刊『生命の教育』誌が、新しく生まれ変わり再出発しました。

国家危急の時に「生命の実相哲学」が誕生して日本国を導いた発祥の原点に立ち返り、

名実ともに日本国の教育の目標実現のために貢献する団体として、力強い歩みを再出発

いたします。とりわけ、教育基本法に「教育の目標」として明示されている、伝統文化

を尊重し、わが国や郷土を愛する心と態度を養う目標実現に貢献しようとするものです。

そのためにも、来るべき時代を担う子供達や青少年の自尊感情(自己肯定感)を高めて

健全に育て、夢広がる力強い日本の国を持ち来すべく、国家社会の公益に尽くします。

スローガン

「自分に誇りを! 親に感謝を! 日本に希望を! －笑顔輝く子供達と、光輝く日本の

ためにー」

１．『生命の教育』誌を活用し、母親教室や学習会等を活発に開催する

「生命の実相哲学」に基づく教育(｢生命の教育｣の原理と方法)を実践・普及するために

は、その学びが不可欠である。各支部において、母親教室(父母教室・保護者教室、等)

や学習会を従来にもまして開催していく。

『生命の教育』誌を使って行う輪読会は、少人数の支部でも出来る貴重な活動である。

２．全国に、子供寺子屋・母親教室(父母教室・保護者教室等)を増設する

日本の心を伝え育てる子供寺子屋(生命学園）を開催し、国家社会に貢献する子供を育

成する。

さらに、子供寺子屋に参加する父母や保護者対象に、母親教室（父母教室、保護者教

室等）を開催することで、親子それぞれ日本の心を学ぶことができる。子育て相談・教

育相談を受ける機会を増やすことにもなる。

神社で寺子屋を開催すると、次のような意義や良さがあるため、積極的に検討する。

・日本古来からの人間観、世界観は、全ての命を神の命の顕れと観、八百万神として敬

い尊ぶ神道の中に生き続けている。「日子」「日女」「霊止」と、天照大御神の霊を受
ひ こ ひ め ひ と
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けた生命であるという「神の子」の真理をそのまま伝え易い。神代から流れる日本の

心が今も息づいている神聖な場である神社と子供達、親御さん達との縁をつなぐこと

にも意味がある。

・日本の伝統文化を実践的に実修するのが寺子屋なので、神社を崇敬する人々が集まり

やすい。

・神社に子供達や父母、保護者も同時に参加するので、神社の活性化にもつながる。

護国神社では、未来の子供達の為に命を捧げられた英霊様が喜ばれる、との宮司様の

お言葉。

神社以外でも他の施設(含:自宅)を利用して、寺子屋を開催することができる。

寺子屋を開催することは、青少年を育成するのみならず、日本の家庭の再建に大きく

寄与することが出来る。

また、運営委員として活躍する後継者育成にもつながる。

３．講演会を開催し、広く「生命の教育」を普及する

「生命の教育」を普及するために、より広く呼びかけて「生命の教育」講演会を開催

する。

本部はこのために必要な、告知・広報・情報提供を行う。

４．学校や地域等々で「古事記神話紙芝居」の読み聞かせをおこなう

教育基本法には「伝統文化を尊重」することは国の「教育の目標」と明示されるよう

になり、学習指導要領にも日本の伝統文化の根源である古事記や日本書紀を使って教え

ることが記されている。しかしながら、現実の学校現場においては、必ずしも古事記神

話がきちんと教えられているとは言い難い。

当公益財団法人新教育者連盟の作成した『古事記神話』紙芝居は、古事記神話に準拠

立脚し、伝統文化・日本の国柄が、子供にも大人にもよく分かるものとして作成された。

この「古事記神話紙芝居」を学校や地域等々において、更に積極的に活用して読み聞か

せや寄贈・納入活動を進めるものである。

５．『生命の教育』誌購読者の２割拡大を目指して推進する

新教育者連盟は、「生命の教育法」を実践・普及している。その機関誌『生命の教育』

購読者の輪が広がることが、国家社会に「生命の教育」によって次世代の有為な人材を

育てて行くことにつながる。

令和８年６月号を基準に購読者２割拡大に向け運動を推進する。特に、教育アドバイ

ザー・子育てサポーター等は、複数部数を購読して普及に努める。

６．新教育者連盟応援会費の２割拡大を目指して推進する

新教育者連盟は、公益財団法人であるものの、公的助成は一切ない。新教育者連盟が

公益活動を推進し続け、国家社会に貢献し、国家有為の次世代を育成し続けるためには、

その財政基盤が安定していることは不可欠である。
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一部の篤志家のご厚意・ご寄附に頼ることなく、安定的に運動を展開・発展させて行

く財政基盤となるのが、新教育者連盟応援会費である。一人でも多くの方にこの輪に加

わっていただくべく、毎年２割拡大を目指して邁進する。

７．理事会の下に｢運動推進委員会」を設け、「生命の教育｣を実践・普及する運動の更なる

充実拡大を図る

運動推進委員会は、第一線の支部活動状況を理解し分析を行うとともに、支部活動の

様々な相談を受け更なる発展・推進のための情報提供を行う。

８．実力ある講師を養成する

新教育者連盟が、「生命の実相哲学」に基づく「生命の教育」を実践・普及する運動を

進めるためには、その指導者・講師が不可欠である。

全国幹部研修会において、また、１年間の通信教育「新教連教育アドバイザー養成講

座」、半年間の通信教育「新教連子育てサポーター養成講座」を通して実力ある講師を養

成し、国家社会に貢献していく。

９．「生命の教育」普及のために、教材・資料を作成・充実させる

「生命の教育」普及のため、教材・資料の充実は不可欠である。

この教材・資料として、月刊『生命の教育』誌に連載している年間テーマ学習等をま

とめた冊子や、和歌・書道の教材等も順次発行する。

《令和８年度 行事日程》

１、理事会

令和８年９月６日(日) 令和７年度決算･事業報告

令和８年11月23日(祝) 本住吉神社正式参拝後

令和９年２月14日(日) 翌年度事業計画骨子・主要行事予定決定

令和９年５月16日(日) 翌年度事業計画決定

令和９年６月20日(日) 全国幹部研修会終了後 令和９年度予算の決定

(令和９年度の行事)

令和９年９月５日(日) 令和８年度決算･事業報告

２ 評議員会

令和８年９月23日(祝･水) 令和７年度事業報告･決算

※(令和９年度行事)

令和９年９月23日(祝､木)令和８年度事業報告･決算

３ 全国幹部研修会

令和９年６月19日(土)～20日(日)

４ 感謝祭

令和８年 7/22(水)､8/22(土)､9/22(休･火)､10/22(木)､11/23(祝・月)本住吉神社正式

参拝､12/22(火)､

令和９年 1/22(金)､2/22(月)､3/22(月)､4/22(木)､5/22(土)､6/22(火)、


